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『韓国の「農地年金」制度―高齢農家の生活安定と農業規模の拡大へ―』 

経済学科准教授 金
きん

秉
びょん

基
き

 

 

戸別所得補償制度が農地の集約を阻むと

いう記事が朝日新聞（10年 12 月 19 日朝刊）

に載っていました。隣の韓国では、「農地年

金」制度が今年の 1月から始まりました。こ

の制度は、65歳以上の高齢農家に対して保有

している農地を担保として年金を支給する

ものです。「農地年金」は農業以外に他の所

得がなく、農業規模も零細で老後生活が不安

な高齢農家の生活安定のために行われる制

度で、夫婦共に 65 歳以上で農業経歴が 5 年

以上の専業農家が対象です。農家が農地銀行

に農地を担保に提供して「農地年金」支援約

定を締結すると、農地銀行は当該農地に抵当

権を設定し、農家に「農地年金」を支給しま

す。農地年金の受給者が死亡すると、担保農

地を他の農家に売買するなどして支給した

年金を回収します。農地銀行は担保農地を処

分して農地年金債権を回収した後、余りがあ

れば相続人に返しますが、不足した場合はそ

の不足分を請求せず、農地銀行が負担するよ

うな仕組みです。 

韓国の農業は日本と同様に高齢化が進み、

コメに対する依存度も非常に高く、小規模農

家が主です。韓国は EU や米国など多くの国

と FTA（自由貿易協定）に合意しています。

EU との FTA は、今年の 7 月から発効します。

また米国との FTA も来年 1月から発効される

見通しです。韓国の農業は、コメを除いては

すでに開放されています。韓国の政府が悩ん

でいることは、農業を開放するかしないかで

はなく、どうすれば貿易自由化による農業の

被害を最小に抑えられるかです。韓 EU・韓米

FTA が発効され、韓国の農業が開放されれば

農家は大きな被害を受けると予想されます。

貿易自由化に備えて農業部門の競争力強化

のためには、農業の規模拡大による生産性向

上が不可欠です。老後の生活安定で生産性の

低い小規模の高齢農家が引退できるような

環境を整え、農地の集約化を通じた生産性向

上も「農地年金」制度の狙いの一つです。 

高齢農家は、「農地年金」を受給しながら

担保農地を耕作したり、他の農家に賃貸する

ことが可能なので、追加所得を得ることが可

能です。このように「農地年金」制度は、農

村の高齢農家の社会セーフティ・ネットワー

クの役割に加え、農業規模の拡大を通じて生

産性の向上も期待できる制度だと思われま

す。 
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「営業活動における動態性分析に向けた視座について」 

著者：経済学部准教授 清宮政宏
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 本稿は、これまでの営業研究について振り

返りながら、営業活動における「動態性」の

分析を進めるために、振り向けるべき視座に

ついて、複数の角度から課題提起を行なった

ものとなっています。 

 様々なかたちで、1990 年代半ばから分析が

進んだ「営業」ですが、その「動態性」に関

する分析は十分でなかったように思われま

す。 

 例えば、本来なら、顧客の変化や競争相手

の行動変化に対して、柔軟かつ動態的に対処

するのが、企業の中で環境変化に最も敏感な

営業部門の活動であるはずです。また、その

ような動態的な活動は、営業成果と強い因果

性で結ばれているはずでもあります。 

 しかし、そのような「動態性」を前提とし

た分析モデルの構築は、残念ながら、これま

での研究ではあまりなされてこなかったと

いえます。 

 本稿は、清宮（2004）で提示した「営業研

究における 3 つの視点」をもとにしながら、

これまでの営業研究が焦点を当ててきた分

析視点を振り返るとともに、今後、営業活動

での「動態性」分析を進める上で、分析対象

として取り上げるべき事項や、留意すべき事

項について、様々な角度から課題提起を行な

っています。 

 

図 営業活動における動態性 
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＊顧客の行動や、競争相手の行動、また、所属する企

業の戦略転換によって、営業部門の活動は、柔軟かつ

動態的に、変化させなくてはならないものです。 
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(1)現在の研究テーマ 

私の一貫した研究テーマは“非観測変数の

定量化、ならびにその変数を用いた金融政策

の実証分析”です。2009 年からは GIS（地理

情報システム）を用いた地価関数の推定に注

力した研究を進めています。分析エリアは県

レベルから順次拡大させています。なお、昨

年からは、本学の二宮健史郎教授と金融の不

安定に関する共同研究も行っています。 

 

(2)研究以外での最近の関心事 

地域貢献活動を兼ね、彦根市観光の経済波

及効果に関する委託調査を行っています

（2007 年以降毎年）。調査員として協力いた

だいている学生や観光ボランティア、市の担

当者方との交流は忙しくも楽しい時間とな

っています。 

 

(3)今後の抱負 

2005 年以降、日本は人口減少社会に突入し

たといいます。さらに深刻なのが、それ以上

のペースで生産年齢人口（15-65 歳）比率の

低下、逆に高齢層の比率上昇が起きているこ

とです。これらの経済的な影響は昨年ベスト

セラーとなった『デフレの正体』（角川書店）

でも深刻なものとして分析されています。 

身近なところで先日、不動産業界の方から

阪神間の不動産市況についてうかがう機会

がありました。山手と称される高台の高級住

宅地に住んでいる高齢の住人が次々に平地

へ移り住むようになり、価格分布が変わって

きているそうです。 

 今まで重きを置いてこなかった人口動態

の変化というものを、マクロ経済分析に取り

入れていかねばならないと感じております。

 

 

福田敏浩先生の最終講義が行われました。 

1 月 21 日（金）の 5時限（16：10～17：40）

に経済学科福田敏浩教授の最終講義を開催

しました。福田先生は 1982 年に大阪府立大

学から滋賀大学に赴任されて以来 29 年間に

わたり教鞭をとられました。研究対象は一貫

して社会主義体制などの「経済体制」で、こ

の道 40 年の一徹な研究者です。 

自らを陶淵明（詩人）の言葉を借り、「性

剛才拙」（自分の主義を曲げず、世渡りべた）

とへりくだられるものの、優しいお人柄と幅

広い教養に教室にいた全員が福田先生の世

界に引き込まれた授業でした。陶淵明の飲酒

第五の詩を自ら吟じて包み込む一方、司馬遷

の「曲学阿世」（真理を曲げて世間の気に入

るような学説を唱えること）を取り上げ、聴

講していた

教員にきび

しい先輩と

しての生き

ざまを見せ

つける場面

もありまし

た。 

待望の先

生の学術書

「第三の道の経済思想－危機の時代の羅針

盤―」は 2月に晃洋書房から発刊される予定

です。内容につきましては、改めてリスクフ

ラッシュで紹介させていただきます。 

（文責 久保英也
く ぼ ひ で や

） 
 

教員紹介 「得田雅章」 

リスク研究センター通信 

最終講義の様子 

経済学科准教授 得田
と く だ

雅章
まさあき
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＊当リスクフラッシュをご覧頂いて、関心のある論文等ございましたら、下記事務局までメールでお問い合わせください。 
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「リスクフラッシュご利用上の注意事項」 

  
 本規約は、滋賀大学経済学部附属リスク研究センター（以下、リスク研究センター）が配信する週刊情報誌「リスクフラッシュ」を購読希望され

る方および購読登録を行った方に適用されるものとします。 

  

【サービスの提供】 
1. 本サービスのご利用は無料ですが、ご利用に際しての通信料等は登録者のご負担となります。 
2. 登録、登録の変更、配信停止はご自身で行ってください。 
  
【サービスの変更・中止・登録削除】 
1. 本サービスは、リスク研究センターの都合により登録者への通知なしに内容の変更・中止、運用の変更や中止を行うことがあります。 
2. 電子メールを配信した際、メールアドレスに誤りがある、メールボックスの容量が一杯になっている、登録アドレスが認識できない等の状況に

あった場合は、リスク研究センターの判断により、登録者への通知なしに登録を削除できるものとします。 
  
【個人情報等】 
1. 滋賀大学では、独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律（平成15年5月30日法律第59号）に基づき、「国立大学法人滋賀大学個

人情報保護規則」を定め、滋賀大学が保有する個人情報の適正な取扱いを行うための措置を講じています。 
2. 本サービスのアクセス情報などを統計的に処理して公表することがあります。 
  
【免責事項】 
1. 配信メールが回線上の問題（メールの遅延，消失）等によりお手元に届かなかった場合の再送はいたしません。 
2. 登録者が当該の週刊情報誌で得た情報に基づいて被ったいかなる損害については、一切の責任を登録者が負うものとします。 
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く、ただちに登録者の本サービスの利用を終了させることができるものとします。 
  
【著作権】 
1. 本週刊情報誌の全文を転送される場合は、許可は不要です。一部を転載・配信、或いは修正・改変して blog 等への掲載を希望される方は、事前
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*尚、最新の本注意事項はリスク研究センターのホームページに掲載いたしますので、随時ご確認願います。 
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